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研 究 ノー ト
1920年代 の リ ト ル ト
1.・ ま え が き
ン
渡 辺 和 夫
リ トル トソが会計 の研究を本格的に始めたのは1920年代に入 ってか らの こ と
く　コ
である。 もっ とも簿記 の教科書 としては1919年に書かれた 『初等会計学』があ
る。1912年にイ リノイ大学を卒業 後,シ カゴのデ ロイ ト・プレソダー ・グ リフ
..イス会計事務所に一 時勤務 したのち,1915年に リ トル トソは再 び母校に戻 って
い る。それはス コビル(HiramT.Scovill)の要請に よる ものだ といわれてい
ゆ
るが,こ のときか ら教師 と して教 育をす るとともに大学院生 と して研究をす る
ことにな ったわ けであ る。1918年には経済学修士,1931年には経 済学博士の学
位をそれぞれ取 得 してい る。
本稿 では こうした1920年代 の リ トル トソ会計 学について二つ の問題 を検討 し
たい と考 え る。 ひ とつは会計 もしくは簿記教育の方法についての問題 であ り,
イ ソカム 。アプローチが主張 され るまで の過程 が論 じられ る。 い ま ひ と つ は
ゆ
r会計発達史』第一部を構成 している簿記史研究についてである。いずれ もリ
トル トソのその後の研究方向を決定する重要 な要因になっていると思われ る6
2.会 計教育方法
ノ
アメ リカ会計 学会の 前 身 であ るアメ リカ 大 学 会 計 教 師 協 会(American
原稿 受 領 ・1977年8月11日
(1)本書 に つ い て は 久野 光 朗教 授 の 紹介 が あ る 。rA.Cリ トル トンの 簿 記 書 を読 ん
で 」 『企 業 会 計 』第26巻3号 昭 和49年3月52-57頁 。
(2)K.T,C.Buckner,AStudye∫Littleton,sContributiontoSelectedAreas
oftheTheoryo/Accoecntancy,]D.B.A.Dissertation,1971,p.251,
(3)A.CLittleton,AccountingEvolutionto1900,Russdl&RusseU,1933.
片 野 一 郎 訳 『会 計 発 達 史』 同文 館 昭 和27年。
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AssociationofUniversityInstructorsinAccounting)がワ イ ル ド マ ソ
(JohnR.Wildman)を中 心 とす る 人 び と の呼 び か け に も とつ い て組 織 され た'
くの
のは1916年のことであ る。 その会則に よれば,「 会計教育運動 を進 め るこ と」
が5つ の 目的の第一番 目にあげ られてお り,こ の組織が会計教育に強い関心 を
もっていた ことはた しかであ る。'
この組織に リ トル トンがいつか ら参加 したかは明確でないが,1918年現 在の
ゆ
会 員名簿にそ の名前 を見つけ ることがで きる。 リトル トソの研究活動 は きわめ
て活 発であ り,1920年,22年,23年,24年お よび25年の会 報(Papersand
Pr㏄eedings)に論文 もしくは論評 を載せてい る。 なかで も会計教 育 方 法 を論
け 　
じた 「パラソスシー ト・アプローチ」(1923年)はとくに重要である。
・ との論文はバラソスシー ト・アプローチの長所を高 く評価す るとどもに,そ'
の限界を論 じた ものである。バラソスシー ト・アプローチ とい うのは,従 来の
方法 とはまっだ く逆の順序で簿記を教える方法である。古い方法が取引記録か
ら計算書の作成に至 る記帳順序に したがった説明方法をとるのに対 し,このバ
ラソスシー ト・アプローチでは逆に計算書の説明か ら始めて取引記録にまでさ
かのぼるといった説明方法が とられ る。それは通常つぎの ような順序で説明さ
れるといわれている。事実についての経営的必要性一 貸借対照表一 経営取
引によって必然的に生 じるその変化 変化を記録する上での勘 定 の 役 立ち
一 元帳一 名目勘定の説明・ 棚卸および単純な締切一 取 引 分 析の技 法
一 取引分析の結果を記録するための仕訳帳 転記お よび試算表一 仕訳帳　
分割の必要性。.
(4)設 立 の 経 緯 に つ い て は つ ぎ の 著 書 を 参 照 さ れ た い 。
StephenA.Zeff,TheAmericanAccountingAssociation:ItsFirst50
Years,AmericanAccountingAss㏄iation,1966,pp.6-12.
(5)PapersandProceedingsoftheThirdAnnualMeeting,TheAmerican
Ass㏄iationofUniversityInstructorsinAccounting,January,1919,p.46.
(6)A.CLittleton,ttAnAppraisaloftheBalanceSheetApproach,"Papersand
proceedingso/theSeventhAnnualMeeting,TheAmericanAss㏄iation
ofUniversityInstructorsinAccounting,April,1923,pp.85-92.Essayson
Accountancy,UniversityofIllinoisPress,1961,pp.568-572.・
(7)1bid。,pL86.,
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この アブ.ロー チ は学生 の観 点 に 立 った 教 育論 であ り,簿 記のや り方 を教え る
　
とい うよりも考え方を教えるものだといわれ る。また,そ れは部分か ら全体へ
ではな く,全体か ら部分へ とい う順序で説明され るので理解 しやす く効果的で
　エ
あるともいわれている。反面,こ の方法は全般的に思惟的とな りやす く,性急
に高度な理論に進みがちになる。だが,会 計教育において技術的な訓練は欠か
す ことので きないことであ り,それを軽視することは好 ましくないといわれて
く　ゆ
い る。
この よ うに リ トル トソはバ ラソスシー ト・アプ ローチを高 く評価 してい るけ
れ ども,そ れで十分だ とは考 えてい るわけではない。 さらにそれを批判す るこ
とに よ り,コ ス ト・アプローチお よびイ ソカム ・アプ ロ・一チが1930年代 の初 め
に展開 され ている。 この変化 がいつ頃起 ったかは明 らかでないが,「 利益 とは
何か」(1928年)および 「会計 におけ る価値 と価格」(1929年)とい った論文
と密接 な関連 を もつ と考 えれば,1920年代 の後半 とい うこ とになろ う。そ こで
つ ぎにそれぞ れのアプ ローチ の違 いを比較 してみることに しよう。
隔
バ ランスシー ト・アプローチにおける教育上の欠陥 として指摘されているこ
とに,販 売 員の給料を損失すなわち所有主持分からの控除 として説明す ること
があげ られている。販売員は有益なサービスを提供 しているのであb,そ の給
く　　エ
料が損 失 と して扱われ ることに人び とは抵抗を感 じてい る。それを取 り除 くた,
めには別 のアプ ローチが必要であ る。 か くて,交 換 よ りも転換を,商 業 よ りも
製造業 を簿記過程 の焦点 として採用 したのが コス ト・アプ ロー転にほかな らな
ロ 　ヤ
い。製造業を説明の出発点にすえることに より,価値の移転が強調 されている。
ひととお りの教育手順は説明されているけれ ども,そ こではまだ十分に整理 さ
れているとはいいがたい。 ～
(8)Ibid.,PP.86-87.EssaysonAccountancツ,PP.568-569.
(9)Ibid.,P.89.EssaツsonAccountancy,P.569.
(1(》1bid.,P.91.EssaアsonAccountancy,P.570.
鋤A.C.Littleton,{。ACostApproachtoElementaryBookkeeping."The.Accounting
Review,March,1931,p.34.
⑫1bid.,P.34.・
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コス ト・アプローチを さ らに発 展 させた ものが ,1934年の 「イ ソカム ・アプ
ローチ」 とい う小論であ る。そ こではは っき りとこのアプ ローチが貸借対照表
くユヨコ
よりも損益計算書か ら出発す るものであ ると述べられている。会計教育方法の
基本的な考え方は コス ト・アプローチ とまった く同様であ り,製造業を中心 と
して転換過程が重視されている。その手順はつ ぎのごとくである。
まず第一に,費 用,収 益および利益 といった会計上の基本要素に初心者の関
心が向け られ,つ ぎに費用の概念に資産の概念が結びっけ られ る。資産 と費用
は ともに消費者が購入す る製品 もしくは用役を生み出すための所有主に よる前
く　の
払額(advances)である,と して同質性が強調 され る。 見越 ・繰延項 目の説 明
に さい して も,そ れは正確iな利益計算のための費用 ・収益の見越 ・繰延である
でユらコ
とされ,資 産 ・負債の発生は二次的な ものとして扱われる。企業の 「財産」側
の説明ののち,企 業の 「資本」側の説明に移る。 買掛金,支 払手形,社 債,資
本金,再 投資利益(剰 余金)は,企 業が所有する財産の源泉 として,ま た清算
く　 カ
時に異なる集団が財産に対 してもつ相対的請求権の表示 として示 される。負債
と資本 とは ともに資産の源泉を表わす もの として解釈 されるわけである。
このようにインカム ・アプローチは,費 用 ・収益 ・利益の概念,資 産の概念,.
そ して負債 ・資本の概念 とい う順序で説 明される。このアプローチの長所につ
いてはつぎの二つの点が指摘されている。
第一・に,こ の方法によれば,む ずか しい内容を初心者に説明 しな くて もよい
とされている。た とえば,伝 統的な方法はかな り早 くか ら人名取引と非人名取
引 とを混合 し,財務的活動(債 権 ・債務)と 生産的活動(費 用 と収益)と を一・
緒に している。 しか し二種類の活動を初心者に教えることは不必要である。 ま
たヤ通常の方法では二重性が極端に強調 されているけれども,それは複式簿記
に とって基本的であるよりもむ しろまった く付随的であるとい う。第二に,イ
⑬A.CLittleton,qeThe噛AocduntingExchange:TheIncomeApproach,"丁加
A`cou〃擁πgRθ"ゴε",December,1934,p343.
阜4)1∂ゴd」,p344.
001∂idL,pp344-345.
0◎1δ ゴ4」,pL345.
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ソカム 三アプローチに よれば,資 産は未決定の費用にす ぎないこと,お よび大
部分の会計記入はある要素か ら他の要素への転換の連続を表わすこと,といっ
ロ　コ
た重要な基本的考えを早 くか ら学生に理解 させることになると論 じている。
会計教育方法について リトル トンは まずバランスシー ト・アプローチを高 く
評価 し,つ ぎにその不自然 さを取 り除 くとい う意味で コス ト・アプローチが考
え出された。 さらにそれを精緻化 したものがインカム ・アプローチにほかな ら
ない。 こうした会計教育方法についての見方の変遷の背後には,明 らかに静態
論的見方か ら動態論的見方への移 り変わ りを読み取 ることができると思われ る。
動態論的な会計観が確立 しては じめて,コ ス ト・アプローチおよびイソカム ・
アプローチ といった教育方法を提唱することが可能になる。 コズ ト・アプロー
チが提唱 されたのは1931年であるけれ ども,変化のきざ しはすでに1920年代の
後半か ら始まってい泥 と推測 される。 この意味で1920年代後半は リトル トンの
動態論が芽ばえ始めた時期 と規定 しうるのではないか と思われる。
3.r会 計発達史』第一部における歴史研究
r会計発達史』が公刊 されたのは1933年であるけれども,その大部分は1920年
代 の研究成果であると思われる。第一部については とくにそのことが明確であ
る。第一部の内容は 「複式簿記の進化」 とい う表題で も明らかなように,複 式
簿記の発展過程を解明 した ものである。各章 とその基礎になった諸論文 との関
第 一 表
r会計発達史』第一部 基礎 に なった論文
第1章
第2章
第3章
RespectabilityofBookkeeping
TheAntecedentsofDouble-
EntryBookkeeping
TheCharacteristicsofDouble
Entry
H.R.Hatfield,AnHistorical
DefenseofBookkeeping
Th AntecedentsofDouble・
Entry,
TwoFablesofBookkeeping,
PartII
1924年4月
1927i年6月
1927年12月
a7)Ibid.,pp、345-346.
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『会計発達史』第一部
第4章
第与章
第6章
第7章
第8章
第9章
第10章
TransactionAnalysis
TlleCompletedStructure-
Paciolo
AncientandModernBook・
keepingCompared
ChangingTypesofLedger
Entries
EvolutionoftheJournalEntry
DとvelopmentofFinancial
Statements
ProprietorshipBookkeeping
基 礎 に な った 論文
EarlyTransactionAnalysis
J.]B.Geijsbeek,Ancient
DoubleEntryBookkeeping
PacioloandModern
Accounting
EvolutionoftheLedger
Account
Evolu ionoftheJournal
Entry
1931年9月
1914年・
1928年6月
1926年12月
1928年12月
係を示せば第一表のごとくである。
リ'トル トソが歴史研 究をす るきっかけを与 えたのは ハ ヅ トフィール ドであ6.
といえよう。それはr会 計発達史』の冒頭で,「 本書の着想 と原型を与えて く
　 コ 　 　 　 　 　 　
れた簿記 の歴史的擁i護の著 者,ヘ ソ・リー ・ラソ ド・ハッ トフィ ール ドペ」 と題
して献呈 され てい ることで もわか るであろ う。 「簿記 の歴史的擁護」 は,ゼ フ
ほ ビヤ
教授 の アメ リカ会計学会50年史で も取 り上げ られ ているよ うに歴 史に残 る著名
な論文であ り,1923年12月に コロンバスで開かれ たアメ リカ大学会計教 師協会
の年次総会で発表 された ものであ る。約50人の聴衆 を前に して行なわれた とい
われ るが,お そ らくリ トル トソもその中に含 まれ ていた もの と思われ る。発表
内容は翌年 のTheJournalofAccountancy(1924年4月)および会報(1924
年6月)で 公表 されてい る。 ・
'⑱SA .Zeff,丁加 ノ1〃3θノゴ`σ〃 ∠4coo%〃'ゴ〃8∠4∬ocid'ion'1'3Fゴ7∫'50Years,
pp.22-24.
1
/1
1920年 代 の リ ト ル ト ン 75
ハ ッ トフィール ドの論文 は,と か く軽蔑 した 目で見 られが ちな複 式簿記を歴
史 的な展望に立 って三つ の点か ら擁護 した ものであ る。すなわ ち,第 一に血統
ロ　コ
と家系,第 二につ きあ う仲間,そ して第三に社会に与える役立ちである。、これ
らの点のどれを とっても複式簿記は尊敬に値いす るものをもっているとい うの
がその論旨である。
このようにハッ トフィール ドは複式簿記の直接的な生成要因を考察 したわけ
であるが,そ れを補足す る意味でさらにその基礎にある社会 ・経済的な要因を
追究 したのが3年 後に書かれた リトル トソの 「複式簿記の生成要因」である。
そこでは複式簿記の生成要因 として7つ の要素が指摘されている。
　 　
「書法は,.簿記がなに よりもまず記録であるところか ら不可欠な生成要因で
　 　
ある。算術 もまた,簿 記が単純な計算の連続であるところか らた とえある形式
　 　 の ロ
によるとしても基本的である。私有財産は,簿 記が財産および財産権について
　 　
の事実を記録す ることにのみ関係す ることによる。貨幣(す なわち貨幣経済)
は,財 産 もしくは財産権に関す るすべての取引を共通の分母に環元 しないかぎ
　 　
り簿記は無意味であることによる・信用(す なわち未完了の取引)は,す べて
の取引がその場で完了 し完結するとすれば記録をす る誘因がほ とんどないこと
　 　
による。商業は,単 なる地域的取引だけでは人び とが さまざまな考えをひ とつ
の組織にまとめる刺激 として十分な圧力(取 引量)を 生み出す ことがないこと
　 　
に よる。資本は,そ れな くしては商業がつまらない ものとな り信用が信 じられ
にゆ
な くな ることに よる。」
く　 コ コ
『会計発達史』ではこれ らが さらにつぎのごとく二つに整理 されている。
一.資 料(簿 記で整理せ らるべきもの)
血9H.R.H・t丘・ld,・・A・Hi・t・・i・alD・f・n・e・fth・kkeepi・g,・丁加1・u・nal・∫
ノ1`countancy,Apri1,1924,p.243.Pap〃sandProceedingso!'加Eighth
/1nnecalルfeeting,TheAmericanAssociationofUniversityInstructorsin
Accounting,June,1924,p.67.
⑳A.CLittleton,哩聖TlleAntecedentsofDouble-Entry,"TheAccou"ting1～eview,
June,1927,PP.140-141.Essaysonノ隻c`ountancy,PP.4-5.
⑳A.CLittleton,AccountingEvolutionto1900,P.13.片 野 一 郎 『前 掲 訳
書 』23-24頁 。
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a.私 有財産(所 有関係を変更す る力)
b.資 本(生 産に用 い られ る富)
c.商 業(財 貨の交換)
d。信用(将 来財貨 の現 在使用)
二.表 現手段(資 料を表現す る手段)
a.書 法(永 久記 録の手段)
b、 貨幣(交 換の手段,計 算の共通尺 度)
c.算 術(計 算の手段)
複式簿記 は これ らの諸要因 に もとつ いて生 まれた方法 とい うことにな る。 な
お ドウ ・ル ーバ教授 は も う少 し限定 した見方 を してお り,初 期の時代におけ る
会計 の進 歩に貢献 した要素は,パ ー トナ ーシップ,信 用お よび委託(agency)
の三つであ り,と りわけパ ー トナ ーシ ップは所有主 と別個 の実体 としての企業
く　　ヤ
の認識を与 えた ものとして最 も重要であると述べている。
ところで複式簿記の特質を リトル トソはどの ように考えているのであろ うか。
よ く二重性 とい うことがいわれるけれ ども,それは複式籍記の形式面の特徴で
あって実質的な特質ではないと指摘されている。
　 　
「完全簿記の形式は初期における記録手続から由来する二重性 と均衡性にあ
　 　
るが,そ の実質は投下資本に生 じた損益の資本主的計算にあるといわねばなら
にお
ぬ。」
したがって複式簿記の基本的規準は商業的資本主関係にあ り,と くに 「名 目
勘定」または 「経済勘定」 と呼ばれ る諸要素が重視されることになる。このよ
うに複式簿記の特質を資本勘定と名目勘定との関連においてとらえる見方は,
おそ らく,その後の利益概念を中心とした会計理論を展開す るうえでの基礎と
ノ
⑳RaymonddeRoover,"TheDevelopmentofAccountingpr1ortoLucaPacioli
accordingtotheAccount-BooksofMedi6valMerchants,"in'A.C.Littletonand
B.SYamey,eds.,StscdiesintheHistoryofAccountin8幽,Sweet&MaxwelI,
1956,p,115.
㈱A.gLittleton,AccodentingEvolutionto■900,p.27.片 野 一 郎 『前 掲 訳
書 』45-46頁 。
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なるものであ り,重要な点である。
『会計発達史』の基調になっているのは会計進化の過程を解 明するとい う点
である。第一部に闘 していえぱ,そ れは元帳勘定および仕訳記入の進化 とい う
ことになち う。そこでこの二点について簡単にふれておきたいと考える。
まず第一に元帳勘定はどの ような進化のあとをたどったのであろうか。 「元
帳勘定の進化には記録形式な らびに記入の語順 とが含まれている。一般的には
二つの要素は密接な関連を もっている。 しか し,初期の例では語順がより重要
であ り,現代の実務では形式がより重要である。元帳記入についての特殊な語
く　ゆ
順は現在では消滅 している。」'
各種の元帳勘定を検討 したのち,16世紀末までの特徴がつぎのように要約さ.
こ　さ
れている。
(1)借方の文言 と貸方の文言を並置 していることおよび記入の語順に一定の
公式があること以外に形式面ではっきりした ものはなかった。
ゆ 　
(2)取引は元帳に完全に二度,す なわ ち借 方勘定 と貸方勘定 とに重複記 入 さ
れた。
それが17世紀 にな ると勘定科 目が本文か ら区別 され る ようにな り,18世紀に
な ると貸方側 の勘定科 目がrpercontra」に変化 し,同 時にdebit,creditが
Dr.,Cr.と省略 され るようにな った。 さらに19世紀中頃 までに勘定の両側が単
一ペ ージに示 され ,現 代の よ うに単一 の勘定科 目が両側 に適用 され るよ うにな
った。そ して各勘定が もっていた文法的意味 も次第に消滅 してい くとい う経過
くヨ　ヤ
をたどったわけである。
つぎは仕訳記入の進化についてである。仕訳記入とは 日常的な言葉で表わさ
ぐ　わ
れた取引を一種の専門化された中間的な統計記録に変える手段である。それは
(24)1bidL,pp.88-89.
㈱ 乃id.,p.96.曾璽EvolutionoftheLedgerAccount,"T〃θ11ccoun"πgRβ 加 θω,
December,1926,pp.18-19.
⑳ 」δゴd,,PP.97-101.璽辱EvolutionoftheLedgerAccount,"PP.19-22.
伽1bid.,p.107.璽TheEvolutionoftheJour孕alEntry,"Tク6!lc`o%"'ゴ"g・
Review,December,1928,p.383.
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複式簿記の重要な機構ではあるけれ ども,不 可欠な ものではないとされている。
こ　きコ
仕訳記入の進化の過程はつぎの四段階で理解 されている。
(1)取引の詳細な叙述が直接に元帳の二つの勘定に記入された無仕訳時代
(2)元帳記録の準備 として仕訳が高度のテクニカルな形式をもった時代(14
30-1550年)
(3)仕訳が,多 かれ少なかれ,一一つの完全思想を表現 した長い中間時代
(4)再びテクニカルな形式をとるようになった時代一 すなわち,仕 訳の焦
き
点が勘定単位の正確な類別におかれている時代
(1)の時代が存在することは,複 式簿記にとって仕訳記入が必ず しも必要で
なかった ことを物語っている。前節で述べた会計教育方法のなかで も,リ トル
トソは仕訳記入を初歩的な段階で教える必要はないと説いている。
元帳および仕訳記入はこのように長い期間にわたって少 しずつ変化 し,今 日
のような状態になったわけである。その過程は進化として特 徴づけ られてい る。
　 　
それが進化 と呼ばれているのは,複 式簿記の本質についてはまった く変化がな
く持続 していることに よる。簿記史の研究を通 じて リトル トソが学んだ最 も重
　 　
要なことは,こ うした簿記の本質 と会計の進化的な性質についてではないか と
思われ る。それは将来の理論構成に大きな影響を与えていると思われる。
⑳Ibid.,p.120.片 野 一 郎 『前 掲 訳 書 』188頁 。ecTheEvolutionoftheJournal
Entry,,p.394.
